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モデルにおけるBack2Back（B2B）テストとは

モデル

モデル生成コード

等価性
チェック

SIL (Software In the Loop)

PC CPU上でコード実行

PIL (Processor In the Loop)

MCU/シミュレータ・エミュレータ上でコード実行
※PIL対応しているかはMCU/IDEによって状況が異なるので要確認

モデル・コードの動作等価性確認によって検出できる問題点

▪ コード生成ツール設定ミス

▪ コード生成ツール不具合

▪ コンパイラ不具合

▪ 処理系依存動作(丸め誤差など)

C/C++

コード生成テスト入力

PILのみ
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PILの動作イメージ

PC上のSimulinkモデル
評価ボード

コード生成
コンパイル
／リンク

ダウンロード

シミュレーション中の通信
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ワークフロー 概要 適用ツール

• ソフトウェア仕様をベースにしてモデルの作成と検証を行う • MBDツールチェーン

• コード生成用コンフィグレーションを設定して、モデルの最上位階層からコード
を自動生成する

• Embedded Coder

• 必要に応じてテストハーネスを生成する
(アトミックサブシステム単位でB2Bする場合は、テストハーネスの作成が必須となる)

• Simulink Test

• B2B用のテストデータをインポートする
（Simulink Design Verifierでフルカバレッジテストデータの自動生成が可能）

• Simulink Test
• （Simulink Design Verifier）

• テストマネージャーの等価性テンプレートを用いて、
PIL用B2Bテストファイルを作成する

• Simulink Test

• テストファイルを実行する
• カバレッジがモデル・コードともに100%でない場合、未達カバレッジを補完す
るテストデータを追加

• Simulink Design Verifierで追加用テストデータの自動生成が可能
• 必要に応じてカバレッジフィルタを用い、デッドロジックを正当化する

• Simulink Test
• Simulink Coverage
• Simulink Design Verifier

• テストファイルの実行結果より、各信号の出力値を比較し、
モデルとコードが等価な振る舞いとなっていることを確認する

• Simulink Test

B2Bワークフロー

モデルの作成と検証

コード生成

ハーネスの作成

テストデータのインポート

テストファイルの作成

テストファイルの実行

比較結果の確認

本資料の対象外 本資料の対象
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テストマネージャーのウィザード機能を用いたB2B用テストファイルの作成

B2Bワークフロー

自動生成

サブシステム
テストハーネス

ウィザードにより、以下を指定する
• テスト対象のモデル、アトミックサブシステム
• テストの種類 (シミュレーション、B2B)
• テスト入力(SLDVを利用して作成する、など)
• テストファイル名

テストファイル

モデルの作成と検証

コード生成

ハーネスの作成

テストデータのインポート

テストファイルの作成

テストファイルの実行

比較結果の確認
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テストマネージャーの機能を用いたB2Bテストの実行と確認

B2Bワークフロー

実行

テストファイル

モデルの作成と検証

コード生成

ハーネスの作成

テストデータのインポート

テストファイルの作成

テストファイルの実行

比較結果の確認

B2B比較結果のレポート

レポート生成
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ウィザードによるB2Bの実行：Simulink Testのアプリを選択

Simulinkの「アプリ」メニューから「Simulink Test」をクリックする



8

ウィザードによるB2Bの実行：テストマネージャー UIの起動

Simulinkのメニューに表示される「テスト」およびテストメニューに
ある「Simulink テストマネージャー」アイコンをクリックする

テストマネージャー の UI

Simulink Test アプリのメニュー
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ウィザードによるB2Bの実行：テスト対象の選択

テスト対象 テスト入力 検証手法 ファイル保存

テスト対象コンポーネントを指定する
モデル単位のB2B : 入力しない(空にする)
アトミックサブシステム単位のB2B : アトミックサブシステムのパスを入力する

• テスト対象コンポーネントが”空"のときのみに有効となるパラメーター
• モデル最上位階層に対するテストハーネスを自動生成させる場合、ONに設定する
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ウィザードによるB2Bの実行：テスト入力の指定

テスト対象 テスト入力 検証手法 ファイル保存

B2Bテストで適用するテスト入力を指定する

• 最上位モデルからのコンポーネント入力をテスト入力して使用
– モデルにSignal Builderなどがあらかじめ接続されている場合に有用
– これを選択すると、最上位モデルのシミュレーションのロギングデータから
テスト対象コンポーネントの入力を作成する

• Design Verifierを使用してテスト入力シナリオを生成する
– テスト対象のコンポーネントをシミュレーションする際のテストデータがない場合に有用
– これを選択すると、指定したコンポーネント内のカバレッジを満たすテストデータを
自動生成する(SLDVのライセンスが必要となる)

• 作成されたハーネス内の入力を指定
– 既存のテスト入力データ(Excel または matファイルなど)を利用する場合に有用

(自動生成されるテストファイルの”入力”セクションを手動設定する)
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ウィザードによるB2Bの実行：PIL検証手法の指定

テスト対象 テスト入力 検証手法 ファイル保存

• PILの場合は、Processor-in-the-Loop (PIL)を選択する
(PILの実行環境が必要)
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ウィザードによるB2Bの実行：ファイル保存に関する設定

テスト対象 テスト入力 検証手法 ファイル保存

• 生成したテストをどこに保存しますか？
– テストファイルの保存場所を指定する
– 空の場合、現在のMATLABの作業ディレクトリ上に保存される



13

ウィザードによるB2Bの実行 : 生成されたテストファイルの実行

テストファイル
(*.mldatx)
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B2B実行結果の保存・レポート生成

▪ B2Bの実行結果は、以下の２つの方法で残すことができる
– レポート生成 : HTML、PDF、Wordのいずれかの形式のレポートを生成する

– エクスポート : 実行結果をmldatx形式のファイルでエクスポートする
(シミュレーション実行なしで結果をテストマネージャー上で確認できる)

レポート生成 エクスポート

テスト実行結果
(*.mldatx)

テストファイルと拡張子が同じだが、
テストの実行結果のみが管理されている
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TI Piccolo F28069M LaunchPad を用いたPILデモ
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デモ: ウィザードによるモデル単位のB2B

https://app.highspot.com/embedded_content/3bcf38df980f8bd62a70f4ffef0c96f86e62cb34?overlay=true
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デモ: ウィザードによるアトミックサブシステム単位のB2B

https://app.highspot.com/embedded_content/1c7cb431a1b5310a271db134877119e752d83fd6?overlay=true
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補足資料
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カバレッジフィルターによるデッドロジックの正当化

▪ 実行結果からカバレッジレポートを開くことでデッドロジックを正当化できる
– カバレッジレポート内のバッジをクリックすることで、カバレッジフィルターエディターが起動する

– エディターでフィルターファイルを作成すると、自動的にカバレッジ測定結果が自動更新される

.cvf

ファイル
保存

• 作成したフィルタはカバレッジ測定結果のみに適用される
• テストファイルには登録されないので、必要に応じて
手動でフィルタファイルを登録する必要がある
https://jp.mathworks.com/help/sltest/ug/collect-model-
coverage-in-tests.html

https://jp.mathworks.com/help/sltest/ug/collect-model-coverage-in-tests.html


20

補完テストケース生成とは

▪ 既存のテストケースではカバーできなかったカバレッジに対しておこなう追加テスト生成
– 複雑なモデルに対して、イチからフルカバレッジテストケースを自動生成することは難しい場合がある

– 既存のテストケースを利用する本アプローチは、この問題を解決できる可能性がある

– テストマネージャーを利用することで、補完テストケース生成を容易に実行できる

計測された(単体・累積)カバレッジの確認
補完対象のテスト結果の選択

(単体・累積)

未達カバレッジをカバーする
テストケースの自動生成

既存のテストケース

未達カバレッジテストケース

未達カバレッジテストケース生成のイメージ

Simulink Design Verifierを用いて、
未達カバレッジに対するテストを追加生成し、テス
トマネージャーのテストファイルへ自動登録する
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デモ: テストマネージャーを用いた補完テストケース生成

https://app.highspot.com/embedded_content/04c332045d02fcc22e2946d499b06aa796999fca?overlay=true
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